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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 8号

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「市
ま

町
ち

村の垣根を超えて未来を築く」

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

編 集 後 記
☆私たちの役割は“伝えること”だと思っています。みなさんの活動を伝え、
支え合いの輪が広がるといいな……と。そして、取材をとおして知り合ったみ
なさんをつなぐことが今の目標です。（菅原）

読 者 の 声

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/
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受
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間
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か
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が
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友
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れ
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集
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感
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え
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そ
し
て
、
女
川
町
が
復
興
し
て

い
く
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が
見
え
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に
と
、
女

川
町
を
見
渡
す
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の
で
き
る

高
台
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o
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２
０
１
２
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3
月
に
オ
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し
ま
し
た
。
20
歳
代
後
半
か
ら
30

歳
代
前
半
の
女
性
や
70
歳
代
の

女
性
な
ど
を
中
心
に
、
毎
日
誰
か

が
カ
フ
ェ
に
来
て
お
し
ゃ
べ
り

を
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き
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。
朝
起
き
て
、

ご
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つ
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行
っ
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っ
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、
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と
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を
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…
、
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た
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常
の
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る
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だ
ま
だ
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間
が
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そ
の
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地
域
の
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所
」
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す
。
小
さ

な
イ
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ト
や
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と
の
つ
な
が

り
を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら
、

女
川
町
の
復
興
の
足
が
か
り
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
（
談
）。

代表の須田美喜さん
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震災を契機に人とのつながりを改めて強く感じたとい

う須田美喜さんは、「女川町が復興していく様子が見え

る高台で、人々が心を落ち着けることのできる場所を」

と、カフェRio 's をオープンさせた。女川町が復興し、

当たり前の暮らしを取り戻せるようにと願いながら、

営業を続ける。
ここからはじまる復興

女川町が見下ろせる場所で復興を見つめる

コンテナでつくられたカフェ

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い 。

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

7号を読んで…
私も被災者の一人です。本誌を読み、人の絆の強さに感動。
そして、活動してくださるみなさんに、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。（仙台市・K さん）

宮城県
女川町


